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【目 的】 























プ」でマイコンによる赤外線センサと DC モータの PWM 制御による自立走行のプログラミングを
processingと Scratchで今後児童・生徒に指導する立場で基本概念を体験する機会を提供した。 
2017年 11月６日に東郷小学校で児童 20名にこちらが組み立てたマイコン制御の DCモータカー
を持ち込み、processingによる直進・後退・左折・右折の実装を行った。 























シャーシ（DCモータ､ギアボックス、タイヤ) 1 1,490 1,490 
Arduino UNO R3 1 435 435 要 CH340ドライバ 
モータドライバ(TA7291P) 2 150 300 
ブレッドボード 2 200 400 
電池ボックス(単 3x4本、リード線付き) 2 60 120 
フォトリフレクタ（LBR-127HLD) 2 50 100 
抵抗(220Ω) 2 1 2 
抵抗(1kΩ) 2 1 2 
ジャンパーワイヤー(オス－オス) 1 100 100 
合計 2,949 
表２ 利用したソフトウェア一覧 
ソフトウェア名 バージョン 価格（円） 備考 
Arduino IDE 1.8.5 0 processing言語統合開発環境 
CH340ドライバ 3.4 0 USBシリアルドライバ 
S4A 1.6 0 Scratch-processing変換環境 







図４ 教員と企業人向けワークショップ（フォトリフレクタと DCモータを Arduinoで制御） 
図５ フォトリフレクタ LBR-127HLDを 
Scratchで検出するコード 

















内外の教員と企業人 25名参加の 120分でのマイコンを使った赤外線センサによる DCモータ制御の
ワークショップを行い、processingと Scratchの比較も行った。さらに競合する製品群と比較して
もコストが 1/5から 1/3であるメリットも紹介し納得していただいた。教材として提供する企業に
も海外からの部品調達から設計・プログラミングの技術アドバイスも行った。 
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